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令和 ６年度
大垣市の決算

広報おおがき　No.2032　令和 7年10月15日 �

【一般会計】

【特別会計】
会　計　名 収　入　額 支　出　額

公共用地先行取得 2億7,625万円 2億7,625万円
国民健康保険 148億4,276万円 137億3,405万円
国民健康保険直営診療施設 2,905万円 2,905万円
後期高齢者医療 28億4,626万円 27億4,773万円
介護保険 170億4,827万円 146億8,758万円
公設地方卸売市場 5,424万円 5,424万円
駐車場 7,899万円 7,899万円
競輪 347億9,253万円 335億7,539万円
牧田財産区 461万円 321万円
一之瀬財産区 101万円 7万円
時財産区 261万円 54万円

　令和 6年度の一般会計・特別会計・企業会計の決算は次のとおりで、
一般会計については、前年度と比較して、歳入が3.0％増、歳出が4.2％
増となりました。
　歳出については、近年の物価高騰、人件費や扶助費の増加による
影響を受け増加していますが、そのなかでも、公共施設の長寿命化
整備や、「共創の芽吹く年」をテーマに、「水都大垣の再生」「まち
の拠点づくり」「子どもの居場所づくり」に関する事業に着実に
取り組みました。
　財政状況について詳しくは、市ＨＰをご覧いただくか、財政課（☎
47－8296）へ。 【企業会計】

会　計　名 項　目 収　入　額 支　出　額

病院
収益的 352億9,310万円 362億5,948万円
資本的 4億9,317万円 21億8,582万円

水道
収益的 23億1,032万円 18億3,987万円
資本的 4億3,005万円 14億9,518万円

簡易水道
収益的 1億3,816万円 1億3,503万円
資本的 2,384万円 8,335万円

公共下水道
収益的 39億4,619万円 39億1,972万円
資本的 16億8,576万円 31億7,079万円

特定環境保全
公共下水道

収益的 2億2,039万円 2億2,037万円
資本的 6,698万円 1億2,654万円

農業集落排水
収益的 6,712万円 6,712万円
資本的 1,563万円 3,077万円

区　分 説　　明 大垣市
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化基準

②
財政再生
基準
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実質赤字
比率

市の一般会計などの赤字の
程度を指標化し、財政運営
の悪化の度合いを示します

赤字は
ありません 11.49％ 20.0％

連結実質
赤字比率

上記に、特別会計と企業
会計を加えた市全体の財政
運営の悪化の度合いを示し
ます

赤字は
ありません 16.49％ 30.0％

実質公債
費比率

地方債の償還金およびこれ
に準ずる費用の大きさを
指標化し、資金繰りの程度
を示します

3.1％ 25.0％ 35.0％

将来負担
比率

地方債現在高など将来の
負担を指標化し、財政運営
に与える負担の度合いを
示します

14.5％ 350.0％

資金不足比率
公営企業の資金不足を事業
規模と比較して指標化し、
経営状況の悪化の度合いを
示します

資金不足は
ありません 20.0％

　自治体の財政の健全化を示す全国共通の指標である「健全化判断
比率」・「資金不足比率」を算出しました。
　いずれの比率についても、①自主的な改善努力を図る財政健全化
計画の策定が義務付けられる基準、②国などの関与による確実な再生
を図る財政再生計画の策定が義務付けられる基準を下回っています。

【財政の健全化に関する比率】

※�収支差引がマイナスとなる場合は、繰越利益剰余金や留保資金などで補われます。

市税
286億8,216万円

41.3%
収入額

694億241万円
100.0%

地方交付税
 57億42万円

8.2%

国県支出金
146億4,821万円

21.1%

地方消費税交付金
42億5,107万円

6.1%

市債
 35億7,730万円

5.2%

その他
125億4,325万円

18.1%

歳入

民生費
266億9,762万円

39.8%
支出額

671億5,116万円
100.0%

総務費
83億6,023万円

12.4%
教育費

84億3,106万円
12.5%

土木費
59億5,929万円

8.9%

公債費
54億3,862万円

8.1%

その他
122億6,434万円

18.3%

歳出


